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中世 トビリスイ史から

ダ リゴリ･ベ ラゾェ'

北 川 誠一訳

八世紀三〇年代のトビリスイ･アミール領成立後､その政治的中心地､以前

のキリスト教カルトリ王国 (東グルジア)の首都で､アラブに征服されたトビ

リスイは､カリフ政権の政治 ･宗教的､文化的生活の中に組み込まれ､間もな
1

くザカフカースにおけるイスラームの重要な要塞になった｡そして､八世紀の

半ばにして既に､種々のイスラーム文献の中で､出自や活動がトビリスイ (ム

スリムの記したテキストの中ではティフリース)に関係のあるムスリム学者が
2

散見され､彼らが ｢ティフィリースイー｣というニスバを持っていることを見

るのは驚くに当たらない. トビリスイ･アミール領の公認宗教はスンニー派イ

スラーム教であり､この地域住民の知識人グループの間でも正統のスンニー派

に忠実な人々が多数であったことを考えると､このようなニスバを持っている
3

人々の大部分が､スンニー派であると言うことができる｡これと同時に､最も

初期の ｢アル ･ティフリースイー｣というニスバを持っている人々の中には､

シーア派の人々もいる｡ これらの人々のトビリスイにおける活動に関する具体

的証拠は､全 く少ないが､それでもその僅かな記録は､ザカフカ-スのこの地

域におけるシーア派反対派の早い時期における浸透について語ることを可能に

している｡
′

この論文の末尾において､八一九世紀 トビリスイのシーア派運動の先駆的活

動家とシーア派の宣伝活動について改めて論及し､具体的に彼らの名前を挙げ
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よう｡しかし､その前に､ここで論述しようとするトビリスイ市史の一面に直

接関係があると思われるが､あまり知られていないシーア派の伝承について述

べたい｡ここで述べようとする伝承はいくつかの古伝承集に記載があるが､そ
4

のなかでも最も古いものはイランにおけるシーア派の中心地クムの歴史である

『クム史』である｡この史書は三七八 (西暦九八八一八九)年にアラビア語で

ハサン･イブン･ムハンマド･イブン･ハサン･アル-クミ- (没年四〇六-

一〇一五/一六年)によって記された｡一〇0--一五九二/九二年の写本に基

づいた刊本はセイエド･ジャマールツディーン･テフラ一二一によって一九≡
5

四年にテ-ランで出版されたが､ここではこの史書に関する詳細な記録や文献
6

批判には立ち入らない｡ここで言及しようとするのは､同書第一章の八節で､

ここではクムの歴史と住民の美徳が賞賛されている｡シーア派の牙城であるこ

のクムの美徳と重要な意義に関する第一章第八節の中には､数々の伝承とシー
7

ア派のハディースや宗教上権威ある人々の金言が述べられている｡この資料に

引用されている金言の大部分は､シーア派の第六代イマーム､アブ一 ･アブド

ッラー ･ジャアフアル ･アル-サーデク (一四八/七六五年没)にかかわって

いる｡つまり､これら権威ある金言の一つに､ことのほか興味深い ｢ティフリ

ース｣という地名を見つけるのである｡特に 『クム史』の翻訳者はアラビア語

原文からの引用を付して､特別優れた都市に関するハディースをベルシア語に

翻訳している｡イスナードでは､このハディースはハサン･イブン･ユースフ

とハ-リド (･イブン･)アビー-ヤズィ-ドに言及しているが､後者の場合

ではあるとき第六代イマームは,次のように述べたと記述されている｡｢神は､

いと高く､讃えられてあれかし/､あらゆる町々からクーフア､クム､ティフ
8

リースを選ばれた｣0

情報源 (つまりハサン･イブン･ユースフとハ-リド･イブン･アビー-ヤ

ズィ-ド)を明記した上で､上に訳出された金言は､ここ以外では､有名なシ

ーア派ハディース集で､サフアヴイー朝時代に著名なシーア派学者シェイフル
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イスラーム ･アル-マジュリスイー (一一一〇/一六九八一九年没)によって

編纂された 『ビハ-ル･アル-アンワ-ル』にも所収されている｡ Fビハ-ル･

アル-アンワ-ル』より後の資料では､一九世紀末から二〇世紀始めのベルシ

ア語で記されたコム史､ムハンマド･アリー･イブン･ムハンマド･フセイン･

イブン･アリー ･イブン･バハ-ウッディ-ンの 『タリーフ･イ･クム ･ムサ

ンマ一･ビ･アンワ-ル･ワ･アルエムシャシャイン』(一三二五/一九〇七年

完成)の文中にも見られる｡同書の最初の (知られている限りでは唯一の)巻
10

は､一三二七/一九〇九年にテヘランで石版で出版されている｡我々に興味の
ll

もたれるハディースは､第八章第-二節に｢聖都｣クムの多くの美称の一つ｢ム

フタール ･アル-アンヴァ-ル｣という表現の解釈に関連して見られる｡これ

に関して､同書の著者は､アル-マジュレスイーの ｢ビハ-ル ･アル-アンバ

ール｣に言及して､ターフア､クム､ティフリースを選び挙げることに関して
12

のハディースを最初アラビア語､続けてベルシア語で引用している｡

このシーア派の伝承の真苛性とそれが伝達されたイスナードの真偽性につい

ては､ここでは述べないが､小論発表の機会に､ハディース学の専門家の教え

を請いたい｡ここでは､中世イスラーム世界では興味あるハディースが流布し

ていた事実の確認と評価に限りたい｡ここに記された金言は､この伝承が真実

であるか(シーア派の第六代イマーム自身の口からでたかどうか)､あるいはこ

れが後世の偽作かにかかわらず､トビリスイ市の宗教の歴史の重要な意味と独

自の証拠である｡

上述のように､『クム史』やその他の資料によると三市が､選び抜かれて卓越

していることについての金言はイマーム ･ジャアフアル ･アル-サーデクに帰

すると言われる｡クム市自体においても他のシーア派の町々と同じく､彼の名

前は特別の尊敬の対象であり､彼の名声はアリー ･イブン･アビー ･タ-リブ

を除いては他のどのシーア派イマームにも勝るものであi30'=の金言では､こ

の偉大なイマームの保証によって､ターフアやクムのような､誰でも承認して
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いるシーア派とシーア派の学問の中心地と並んで､ トビリスイ市 (ティフリー

ス)は､彼のおかげで事実にしろ伝説にしろ一種の特別な ｢功績｣がシーア派

運動の中で与えられている｡逆の場合､筆者にはそのように思えるが､このハ

ディースを引用する際に中世のシーア派の著述家､また彼らの著作の多数の読

者は､かくも権威あり､純粋にシーア派的なハディースの内容に､然るべきシ

ーア派的評判のない都市の名前が､彼らにとって神聖なシーア派の二中心地タ

ーフアとクムに続けて指摘されたことに驚き､ショックさえ受けたに違いない｡

シーア派 (イマーム)派の間に出現し広まった､この町の優越､特別性の理

由になった先に予測したトビリスイの ｢功績｣とは､具体的にどのようなこと
14

であろうか､著者には今のところ明かではない｡しかし､愚考するところによ

れば､もしトビリスイがシーア派の栄光に包まれていたとすれば､すなわちそ

の栄光の起源は､この都市の歴史､形成過程(九一一〇世紀)､およびその後の

この町のムスリム住民の一部であったシーア派と何らかの歴史を持つはずであ

る｡遺憾ながらこのテーマについては､我々のイスラーム時代のトビリスイ史
15

の宗教思想面の研究の遅れのため完全に明らかにされた訳ではない｡それにも

かかわらず､この論文冒頭で述べたように､ここでは直接にしろ間接的にしろ､

シーア派の宣伝が トビリスイ･アミール領期の最初期からトビリスイに浸透し

た事を示すいくつか具体的な事実をとりあつかう｡

これにかかわって､歴史家達の研究で明らかなように､アラブによって占領

されたトビリスイにおけるシーア派の宗教政治思想の流布においては､ターフ

アからの布教者が重要な役割を果たした｡彼らの中には､特に興味あることで

あるが､イマーム ･ジャアフアル ･アル-サーデク (先に述べたようにターフ

ア､クム､ティフリースが優れているという興味ある金言の作者)の信奉者で

ある学者達がいた｡

このような活動家の一人とは､例えば､アル-ファドル ･存ブン･アビー ･

クッラ･アル-タミ-ミ一･アル-サマンディー･アル-ティフリースイー (八
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一九世紀始め)である｡アル-ナジャーシー (四五〇/一〇五八年)､アル-チ

ィフリースイー (四六〇/一〇六七一六八年)及び他数人のシーア派著述家の

人名事典的著書の簡略な記載によれば､アルエフアズル ･イブン･クッラは､

ジャアプアル ･アル ･サーデク周辺の学者の一人で､彼の口から述べられるハ

ディースを聞いた.後になってターフアのイマーム達のこの布教の活動が トビ
16

リスイを始めとするザカフカ-スの諸都市に生じた｡資料にはアル-ティフリ

ースイーというニスバを持つ彼の同志で後継者の名が残されている｡この人物

は､アブ一 ･ムハンマド･シャリーフ･イブン･サーピタ･アル-ティフイリ

スイーで､クーフアからトビリスイにやってきてここに住み着いたと述べられ
17

ている｡上記の人々以外に､八世紀末九世紀にトビリスイに関係したシーア派

学者には､ブスル ･イブン･バイア-ン･イブン･フムラーン･アル-ティフ

リースイーとアブ一 ･ムハンマド･アル-ハサン･アル-ティフリースイーが

いる｡前者はイムーム ･ジャアフアル ･アル-サーデクの信奉者であり､後者

はイマーム ･ムーサ一 ･アル-カーゼム (一八三/七九九年没)とイマーム ･
18

アリー ･アル-レザー (二〇三/八一八年没)の信者であった.

残念ながら､これらの学者のトビリスイ時代のはっきりとした期間と何か他

の補足的詳細は､残された資料からはうかがえない｡しかし､彼らの生涯や活

動ではこの時期が何か特別の意味を有していたことは疑うことができない｡も

しこれらの熱心なシーア派教徒が自分達とトビリスイとの関係が重要でなく､

無意味だと考えていたら､自分のニスバをアル-ティフリースイーとはしなか

っただろう｡

上で､検討した事実は､比喰的に言えば､ トビリスイ史の古く､驚 くほど色
19

数の多い蹴櫨の ｢初期シーア派装飾｣の一房に過ぎないOこの ｢装飾｣の綿密

な修復及び､グルジア･キリスト教的､及びその他の (アルメニア的､ユダヤ
′

的､およびその他の)模様と並んで数世紀にわたって､先に述べた想像の絞壇

に､固有の場所を占めてきた､一体に複雑な ｢イスラーム模様｣の修復は､将



132

乗の研究の課題である｡将来の研究にあたっては､最も一般的外観がたどられ

たにすぎないグルジアの首都の歴史をもっと明らかにする､新しい興味ある資

料が現れることが期待される｡

証

(ヨトビリスイがムスリム支配者からグルジア人によって解放されたのは､四世紀後の

一一二二年であった｡この町の解放者で､ここを統一グルジア王国の首都とした王

ダヴイティ四世建設王 (一〇八九一一一二五年)は､ムスリム住民の信仰､文化､
習慣に関しては大変な注意と尊敬を払った｡それについては､ムスリム自身の資料

にも記されている｡参照､Ⅴ.Minorsky,HCaucasiaintheHistoryofMayyafari-

qin."BulletinoftheSchoolofOn'enhZlandAfn'CanStudies,vol.VIII,part1,

London,1949,pp.33-34;E.T.Sukharulidze,HAl-F豆rikivGruzii."Semitologiun'

dziebani(StudioSemitica),kn.2,Tbilisi,1955,S.89190(magruz.jaz.);0.B.

Tsikitishvili,"SvedenijaSibtibmaトJauzioDavideStroitele(ダヴィド建設王に

関するスイブト･イブン･ジャウズィ-の証言)",TnidyTbilisskogoGosuda7Stuen-

nogoUniversitehZ(国立トビリスイ大学紀要),t.118,Tbilisi,1967,S.204-205,21ト

212(nagruz.jaz.)

(卦アル-ティフリースイーというニスバを持つ中世のムス7)ムに関する文献につい

ては､E.T.Sikharulidze,"Svedenijaas-Samー豆nioGruzii(｢グルジアに関する

サーマニーの証言｣)",Vostochnyematen'alypoiston'iGniZii(グルジア関連東方史

料),kn.1,Tbilisi,1976,S.45-53(nagruz.jz.);G.I.Japaridze,"Musul'manskie

dejateliVIII-XIVvv.snisboj"al-Tiflisi(ティフリス-のニズバを持つ八一一四

世紀のムスリム人物)",Maisne"(IZVeStjaAkademiiNaukGniZii),sen'jajazykai

literatury,Tbilisi,1989,No.4.S.77-88;1900,No,1,S.65-78(nagruz.jaz.);G.

Ⅰ.Japaridze,"TbilisskijuchjonyXlllvekavMaraginskojobserbatorii.(｢マラガ

天文台のトビリスイ出身学者｣)",Matsne(IzvestjaAkademiiNaukGniZii),senja

jazykailiteratury,Tbilisi,1984,No.2,99-110(nagruz.jaz.);G,I.Japaridze,

=Najmal-Dinal-Tiflisish豆'irminal-qarnal-sabi~al-hijri(｢ヘジラ暦五世紀の

詩人ナジュムッディーン･ティフリスイー｣)",Majalla Majma~al-lugha al-

~arabiwabi-Dimashq,vol.58,fasc.4,Damascus,1403/1983,pp.795-804

③これについては､以下を参照｡IbmHaukal,Conjfgurationdelaterre(Kihi-bfu-rat
al-ard).IntroductionettraductionavecindexparJ.H.KramersetG.Wiet.

Beyrouth-Paris,1967,t.II,p.333;E.T.Sikharulidze,"IbmHaukaloTbilisi.",

Vostochtyematen'slypoiston'iGnLZii",kn.1,Tbilisi,1976,C.34-36(nagruZ.jaz.)
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④クム市については､J･Calmard,"竿um",TheEncyclopediaofIshZm,NewEdition,
vol.Ⅴ,fasc.83-84,Leiden,1986,p.369-372(ここにこの都市の歴史に関する基本

的な文献目録がある)0

⑤Kih2-b-iTa'n-kh-i(みmm,editedbySayyidJal云lal-DinTihr豆ni,Tehr豆n,1313/

1934(以下､T.Q.と暗称)

⑥これらの歴史文献については以下を参照｡AnnK.S.Lambton,"AnAccountof

theT豆rikh-iQumm",BulletinoftheSchoolofOn'enhZlandAfn'CanStudies,

vol.XII,parts3and4,London,1948,pp.586-596;seealso:Ch.Rieu,SuMlement

totheCah2logueofthePenhlnManuscn'ptsintheBn'tishMuseum,London,1895,

pp.59160;C.A.Storey,PersibnLiterature.Abio-bibliographicalsuney,Transl

latedintoRussianandrevised,withadditionandcorrections,byYu.E.Bregel.

Part2,Moscow,1972,pp.1008-1009;F.Rosenthal,A History OfMuslim

Histon-ography.Leiden,1968,pp.1601161;F.Sezgin,Geschichtedeswabischen

Schnjitums,Bd･I,Leiden,1967,S･352-353;MudarrisiTabatab豆'i,Kite-bshinゐl--
yia-thL21r-imarbu-ibe-伽mm,1353/1974,pp.10-43.

⑦T.Q.,pp.90-100;cf.:Compendiumlibn'Kih2-bal-Bolda-nautoreIbmal-Fakl-h

al-HamadhLi-m-,ediditM.J.deGoeje.LugduniBatavorum,1885("Bibliotheca

Geographorum Arabicorum",V),p.364;~Aja-'ibal-Makhlu-qa-i,ed.byM.

Su佃de,Tehr豆n,1345/1966,pp.259-260;Ta'n-kh-i(みmmmusamma-bi-Anwa-r

al-Mushaーsha~in,vol.I,Tehran,1327/1909,pp.10-14ff.;P.Schwarz,Iranim

MittelalterMachwabischenGeographen,Bd.5,Leipzig,1924,S.561,Ann.9110.

⑧T.Q.,p.97:

vahamazveyriv豆yatastazHasanb.Ydsufvadaz

Kh豆lidabiYazidvaGazabi~Abdllahalaihia1-salamkedfarmdd

kehaqqjillvaal豆azjami'shahrh云KGfavaQummvaTiflis-r豆barguzideast.

⑨"Bi申ra1-Anw豆r"とアル-マジュリスイーのベルシア語とアラビア語の他の著書
については､以下を参照せよoE.G.Browne,ALitey7aTyHisto7yOfPersia,vol.

IV,Cambridge,1953",pp.120,194,3581359,366,381,403-404,409-410,416-418,
432;C.A.Storey,Pe7SianLitey7ature.Abio-bibliographicalsurvey.SectionII,

fasc.1.London,1935,pp.1961198,215-216;C.Brockelmann,Geschichteder

arabischenLitter;atur.SupplementbandII,Leiden,1938,S.572-573;TheCam-

bn'dgeHisto7yOfIran,vol.6,CambridgeUniversityPress,1986,p.964

⑩Ta'nlkh-i砂上m muSamma-bi-Anwa-ral-Musha､sha1-n,VOl.I,Tehr云n,1327/

1909(書名は最初のページによるが､著者自身は本文中で､"Anu)a-ral-Musha~sha

､l-njtzikrshayGfatal-¢Jmm u)a-i-qummil-n"と呼んでい与.同上書4貢を参

照).この著作と著者については以下を参照､C.A.Storey,PenianLiteyiatuyle.A

bio-bibliographicalsunJey,TranslatedintoRussianandrivised,withaddition
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andcorrections,byYu.E.Bregel.vol.2,Moscow,1972,pp.1009-1010;MuJ'alhjin

-ikutu-b-ichd-Pi-ifa11S2-ua､arab2-.‥.hz'hf-iKhd-nbalba-MushL2lr,vol.IV,Tehr豆n,

1342/1963-64,pp,348-350

⑪著者は30に及ぶこのような美称を挙げ､解説を加えている｡Ta'nlkh-i(みmm弧αm･

m-bi-Anwa-ral-Musha､sh､a2-n,VOl.I,p.96を参照せよ｡

⑫Ta'n-kh-i¢fmmwamm-bi-Anwa-ral-Mwha､sha､ダn,vol.Ⅰ,b豆bVIII,ndr-i

Musha､sha､ⅩⅠⅠⅠ,p.121

ndr-imush'asha'sizdahomdardhikrhadl-thikedel豆latd豆radbarbddan-eQom

mukht豆ra1-bal豆dhamchon豆nike､alame-yemajlesidarbah豆rmifarm豆yadva

anal-HasanbinYdsuf､anKh豆lidbinAbiYazid､anAbi､AbdAll豆h､alaihi

asISal豆m q豆1aanAll豆hikht豆rminjami ､al-baladKdfewaQumwaTiflis

ya､niim豆mJa､farS豆deq､alaihias-sal豆mfarmddandKhud豆ikhtiy豆rnamdd

azjami､a1-bal豆dKufevaQomvaTiflis.

⑩M･G･S･Hodgson,"Ja､fara1-9豆d咋",TheEncyclopedh-iIsh-,NewEdition,
vol.II,fasc.28,Leiden,1962,pp.3471375;S.H.M.Jafari,Originand血rly

DeuelpmentofShi､aIshzm.London-NewYork,1979,pp.259-260

⑭興味深い伝承の分析に際して､後世の書き加えや書写の過ちを見逃してはならな

い｡｢ティフリースイー｣という名前がこのハディースの筆者上の異形の一つで､偶

然何か別の以前に述べられていた (点を打つのが難しい)地名に置き変わって､さ

らにこのハディースのテキストの中に固定してしまったことを原則として除外し

ない｡しかし､そのような場合でも 第六代のイマームの金言に､トビリスイの名

前が混入したり､固定化したことは､シーア派におけるこの場所の知名度と､シー

ア派 (アル-マジリスイーのような権威あるシーア派の学者を含め)が､何の解説

もなしに神がクーフア､クム同様にトビリスイに好意をもったという伝承を受け入

れる下地があったという証拠になる｡

⑮その実それらの側面の研究は､故ガバシュヴィリ (V.H.Gabashvili)教授が正し

く述べられたように､トビリシの歴史だけでなく中世キリスト教グルジアとイスラ

ームとの宗教的思想的接触史の問題解明にとっても興味がもたれる0

⑯AbuJa､farMuhammadb･al一甲asanal-Tdsi,Rija-lal-Tiisl-,editedbySayyid
MuhammadS豆diqA1Bahral-､Uldm,al-Najaf,1381/1961,pp.271,489;Abdal-

､Abb豆sAhmadb.､Alib.Ahmadb.al:Abb豆sal-Najashi,Kihibal-n')'a-l,

publicationoftheMarkaz-iNashr-iKit豆b,Ch豆pkh豆na-yiMustafavi,n.d.p.

237.Evidenceonthispersonisalsofoundinthebiograficaldictionariesofaト

Barql-(d.274/887-88or280/893-94)andlbnD豆､ddal-Hilli(d,740/1339-40).

Boththeseworksarepublishedunderasinglecoverin1963by･SayyidJal51-Din

a1-Husainial-Urmavial-MuhaddithinTehran:AbdJa､farAhmadb.Ab1-

tAbdAll豆hal-Barqi,Kita-bal-n')'a-l;Taqia1-Dinal-Hasanb.､Alib.D豆'ddal-
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Hilli,Kih2-bal-n')'a-l,Tehr豆nUniversityPress,1342/1963(Intish豆rat-iD豆nish-

g豆h-iTehr豆n",No.857);onthepersonwearedealingwith(i.e.al-Fadlb.Abi

Qurraa1-Tiflisi),a1-Barqi,p.34;IbmD豆'dd,pp.271,492を見よ｡

⑰al-Najashi,p･148;a1-Tdsi,p･476;IbmD豆'dd,p･461;Abc､AmrMuDammad
b.､Umarb.'Abda1-､Aziza1-Kashshi,Rijallal-Kashshi,editedbySayyidAh

madaトHusayni,1388/1963-64,pp.292

⑱a1-Barqi,p･51;al-Tusi,pp･160,371,397;IbnDa'dd,p･569;G･IIJaparidze,
Musul'manskiedejateliVIII-XIVvv.snisboj"a1-Tiflisi",S.78-79,81

⑩この飾りの復元に際しては､もう一度 トビリスイの世襲的なアミールで､九世紀八

〇年代から二世紀ここを統治したジャフアル朝 (BantiJa､afar)に注意を払う必要

がある｡この王朝の名称自体､またこの家では比較的アリーとジャアフアルという

名前が多い事が､このトビリスイ支配者は親アリー家である可能性が指摘される｡

これに関して､九世紀の有名な詩人カトラ-ン (465/1072年以降の没年)のトビリ

スイ･アミールの､アプールファドウル ･ジャアフアル ･イブン･アリーを讃えた

ベルシア語のカシイーダに興味を引かれるoここではアミールが ｢セイエド｣と呼

ばれている｡彼はこの同じ詩人の別の詩でもセイエドと呼ばれている｡(DtvaJn-i

hakl-m-iQatra-n-iTabn-zl-,editedbyMuhammadNakhjav豆ni,Tabriz,1333/

1954,pp.45146,286を見よ｡A.Kesrav)-,Shah均,a-ra-n-igumna-m,Tehr豆n,2535/

1976(4thedition),pp.27ト272,277-280を参照せよ)｡この記述はイランの学者ア

フマド･キャスラヴィ-の注意を引き､トビリスイのアミール､ジャアファル朝は

アリー家の子孫で､そのためカトラ-ンは彼を ｢セイエド｣と呼んだのであると予

想した (A.Kasravi,Shayn'ya-ra-n-igumna-m,p.177)｡この想定を念頭に置いて､

残っているトビリスイ･アミール･ジャアファル朝の貨幣には何らシーア派に同情

的な要素は見られないという事実を認識しなければならない｡トビリスイのジャア

フアル朝と彼らの貨幣については､M.LLordikipanidze,"IzistoriiTbilisskogo

Emirata(トビリスイ･アミール領史から)〟,Mimomkhilveli,kn.2,Tbilisi,1951,S.

185-201(nagruz.jaz.);M.D.Lordikipanidze,"Voznikovenienovykhfeodal'

nykhknjazhestv (｢新封建領の発生｣)",Ocheykiiston'iGnLZii(Fグルジア史概

説』)",t.2,Tbilisi,1973,S.502-506(nagruz.jaz.);E.A.Pakhomov,Moneb,

GnLZii(Fグルジアの貨幣』),Tbilisi,1970.S.46-49,2891291,tablitsyII-III;D.G.

Kapanadze,Gruzinskajanumizmatika(Fグルジア古泉苧』),Tbilisi,1969,S,55-

57,tablitsyIII-IV;D.M.Lang,StudiesintheNumismaticHistoryOfGeoy:ghZin

TranscaucashZ,NewYork,1955("NumismaticNoteandMonographs",No.

130),pp.13-16,pl.I,No.10);I.Jalagania,InozemnaJ'amonehzvdenezhnom

obrLLShsheniiGnLZiiV-XIIIvv･(｢5世紀から13世紀グルジア9通貨流通における
外国貨幣｣),Tbilisi,1979,C.62-68,表 27-28;G.Ⅰ.Japaridze,"MonetyTbiliss-

kogoEmira､AliibnJa､fara｢トビリスイ･アミール､アリー ･イブン･ジャア
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フア)I,の貨幣｣)",Pl10blemy iston'i2bkavkaz'ja(｢ザカフカ-ス史の諸問題｣),
Tbilisi,1911,C.132-150

●グルジア共和国科学アカデミー

東洋学研究所副所長

Summary

OnescenefromtheMedeavalHistoryofTbilisi

GrigoriBeradze

Ⅰnoneoftheshi､ttraditionofImamAli,itissaidthattheGodchoised

threesitiesofKufa,QumandTiflis(Tbilisi)amongothers.Addingthe

factsoftheearlyexistenseofshi､aulamasinTbilisi,theautherofthis

linesstressesthepossiblespecialpositionofshi､asectofIslaminthiscity.


